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★
第
２
次
安
城
市
地
域
福
祉

計
画（
案
）

●
提
出
数　

２
人（
３
件
）

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課（�

〈　

〉２
２
２
３
）

７１■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
１　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
、
も
し
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
ど

こ
ま
で
責
任
を
求
め
て
い
い
の
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
必
要
だ
が
、
し
っ

か
り
と
し
た
保
証
・
責
任
・
自
覚
を

も
っ
て
登
録
・
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
と
思
う
。

●
市
の
考
え
方　

市
・
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

や
相
談
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
際
、
無
理
な
活
動
に

な
ら
な
い
よ
う
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
活
動
中
に
、
不
慮
の
事

故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
任
意
加

入
制
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
活
動
保

険
・
行
事
用
保
険
の
必
要
性
を
啓
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
、
原

則
５
人
以
上
の
団
体
で
の
市
民
活
動
・

地
域
活
動
な
ど
に
対
し
て
、
事
故
な

ど
に
対
処
す
る
た
め
の
ふ
れ
あ
い
補

償
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

●
対
応　

計
画（
案
）「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
と
活
用
」の
項
目
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
な
ど
に

対
応
で
き
る
保
険
の
必
要
性
の
啓
発

に
つ
い
て
の
記
述
を
追
加
し
ま
す
。

●
意
見
２　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）に
つ
い
て
、
社

会
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を

常
に
感
じ
て
い
る
。
当
事
者
や
周
り

の
人
が
Ｄ
Ｖ
で
あ
る
と
気
付
く
よ
う

に
な
る
だ
け
で
も
、
大
き
な
抑
止
力

に
な
る
と
思
う
。
計
画（
案
）に
は
、

Ｄ
Ｖ
の
内
容
が
少
な
い
。
啓
発
を
す

る
意
味
で
も
っ
と
記
載
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。

●
市
の
考
え
方　

本
計
画（
案
）で
は
、

相
談
窓
口
と
啓
発
に
関
す
る
記
載
が
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人
の
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

２９ホ
ー
ム
１
か
所
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

●
対
応　

計
画（
案
）は
、
従
前
の
ま

ま
と
し
ま
す
。

●
意
見
２　

介
護
予
防
事
業
の
普
及
・

促
進（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）に
つ
い
て
、

生
涯
学
習
の
記
述
に
、「
学
習
者
自
ら

が
指
導
者
と
な
り
、
新
た
な
学
習
活

動
の
実
践
者
と
な
る
等
の
仕
組
み
作

り
」と
あ
る
。
指
導
者
に
な
る
こ
と

は
で
き
な
く
て
も
、
お
手
伝
い
程
度

の
こ
と
が
で
き
る
人
は
作
れ
る
と
思

う
。
そ
う
す
れ
ば
指
導
者
１
人（
市

依
頼
）と
お
手
伝
い
の
人
で
ク
ラ
ブ

の
運
営
が
で
き
、
講
座
数
も
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組

み
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
。

●
市
の
考
え
方　

介
護
予
防
事
業
は
、

重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
特
定
高
齢
者
や
一
般
高

齢
者
に
も
、
手
軽
に
事
業
へ
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
や
方
法
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
良
い
仕
組

み
作
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

●
対
応　
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
充
実
」に
つ
い
て
、
よ
り

よ
い
仕
組
み
作
り
を
確
立
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
文
章
の
内
容
を
一
部

見
直
し
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
に
関
す

る
記
載
が
不
十
分
だ
と
考
え
ま
し
た

の
で
、
追
加
記
載
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

は
、
第
２
次
安
城
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
に
記
載
し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

●
対
応　

計
画（
案
）「
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
人
へ
の
適
切
な
対
応
」

の
項
目
に
、
Ｄ
Ｖ
の
現
状
な
ど
の
記

述
を
追
加
し
ま
す
。

★
第
２
期
安
城
市
障
害
福
祉

計
画（
案
）

●
提
出
数　
　

人（　

件
）

３６

９０

●
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課（�

〈　

〉２
２
２
５
）

７１■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
１　

障
害
者
相
談
支
援
事
業

所
が
、
計
画
上
３
か
年
と
も
１
か
所

と
い
う
の
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
十
分
反
映
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

●
市
の
考
え
方　

市
で
は
、
ふ
れ
あ

い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
専
門
の
相

談
員
を
２
人
設
置
し
、
相
談
支
援
事

業
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害

者
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
障
害
福
祉
課
に
も
専

門
の
精
神
障
害
者
相
談
員
を
１
人
設

置
し
、
精
神
障
害
者
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
的
確
に
対
応
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
ふ
れ
あ
い

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
相
談
員
の
増

員
を
予
定
し
て
お
り
、
障
害
者
相
談

に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

●
対
応　

計
画（
案
）「
相
談
員
の
人

数
」「
相
談
員
の
増
員
」に
つ
い
て
説

明
を
記
載
し
ま
す
。

●
意
見
２　

成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
具
体
的
数
字
を

明
示
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

●
市
の
考
え
方　

成
年
後
見
制
度
は
、

親
亡
き
後
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に

重
要
な
制
度
で
す
。
市
で
は
、
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
が
あ
り
、

生
活
保
護
者
や
費
用
の
助
成
を
受
け

な
け
れ
ば
利
用
が
困
難
な
人
を
対
象

に
支
援
し
て
い
ま
す
。
実
績
を
考
慮

し
、
数
字
を
明
示
し
ま
す
。

●
対
応　

平
成　

年
度
ま
で
の
各
年

２３

度
の
見
込
み
件
数
を
年
２
件
と
し
ま

す
。

●
意
見
３　

精
神
障
害
者
の
た
め
の

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

●
市
の
考
え
方　

市
で
は
、
精
神
障

害
者
が
、
近
隣
市
に
あ
る
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
連
携
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
セ

ン
タ
ー
は
、
相
談
支
援
事
業
も
含
め

て
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

の
と
こ
ろ
、
新
た
に
精
神
障
害
者
を

対
象
と
し
た
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
各
市
の
セ

ン
タ
ー
の
利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
対
応　

計
画（
案
）は
、
従
前
の
ま

ま
と
し
ま
す
。

★
第
５
次
安
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画（
案
）

●
提
出
数　

２
人（　

件
）

１０

●
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課（�

〈　

〉２
２
２
６
）

７１■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
１　

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
施
設
入
所
希
望
が
あ
り
な
が
ら

待
機
状
態
に
な
っ
て
い
る
人
、
特
に

介
護
度
の
高
い
人
は
ど
れ
だ
け
い
る

か
、
市
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
国

の
基
準
で
な
く
、
市
の
実
態
に
あ
っ

た
施
設
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
整
備
時
期
を
早
め

る
べ
き
で
は
。

●
市
の
考
え
方　

毎
年
、
市
内
の
施

設
に
、
入
所
申
込
者
の
状
況
調
査
を

実
施
し
、
待
機
者
の
状
況
を
把
握
し

て
い
ま
す
。
直
近
で
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
待
機
者
の
う
ち
、

必
要
性
の
高
い
人
は
約　

人
と
な
っ

１００

て
い
ま
す
。
国
に
よ
る
基
準
も
踏
ま

え
、
計
画
期
間
中
に
定
員　

人
の
特

１００

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１
か
所
と
定
員

◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆


